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導入目的：

Q.ジョブ･カードを導入しようと思ったきっかけは
何ですか？

取り組み内容：

Q.ジョブ･カードをどのように活用しましたか？

導入成果：

Q.導入前後を比較して、あなた自身や社員・組織
にどんな効果がありましたか？

【企 業 名】 青木信用金庫

【所 在 地】 埼玉県川口市

【業 種】 金融業

【事業概要】 預金・融資・為替業務等

【設 立】 1948年6月

【出 資 金】 40億6,400万円

【常勤役職員】 542人(2022年3月末現在）

コロナ禍により希薄であった新入職員同士の交
流を促進し、モチベーションを向上させたい

ジョブ・カードを活用した「キャリア研修」を
新入職員に実施

新入職員同士の距離が縮まり職場が活性化
お客様第一という組織目標も定着

いきなりジョブ・カードに記入するのではなく、まず、

自分自身を振り返るツールである補助シートを活用しま

した。ライフラインチャートを記入し、強みや価値観、

今後仕事でやりたいことなども振り返り、段階的にジョ

ブ・カードを作成しました。その後は、自分の強みを活

かしお客様にどう貢献していくのか、また会社が掲げる

目標と自分のキャリア目標をどう合わせていくのかと

いった観点から意見交換を行いました。活発な意見の交

換を経て、職員同士の距離感もぐっと縮まりました。

顔合わせができなかった時間をジョブ・カードを活用して克服
新入職員のモチベーション・エンゲージメント向上に

ジョブ・カードを活用した

キャリアコンサルティング

新入職員のフォロー研修を考えていた折、埼玉キャリ

ア形成サポートセンターより、ジョブ・カードを活用し

たキャリア研修の提案がありました。

コロナ禍の影響で新入職員同士の交流が希薄となって

いたため、グループワークを通して互いの学びや気づき

を深めるとともに、ジョブ・カードを活用し、自らの能

力を業務にどう生かせるかを考えることで、モチベー

ションアップと定着促進につながることを期待しました。

地域に密着し、お客様に満足を届けるには、人材育成

は最も重要なテーマの一つです。ジョブ・カードを活用

した取り組みを通じ、職員がこれまでのキャリアを振り

返るとともに、同僚とも交流を深めることで、仕事に対

する意欲も高まり、お客様満足第一を意識しながら日々

奮闘するようになりました。交流がなかったことが遥か

昔のように思えるほどコミュニケーションも活性化しま

した。今後も定期的なキャリア研修を継続していきたい

と考えます。
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